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日
修
協
の
河
上
理
事
長

観 光 経 済 新 聞週 刊 （８）２００８年（平成２０年）１月２６日（土曜日）第２４５３号 第３種郵便物認可

昨
年
１２
月
２７
日
、
中
国
国
家
旅
游
局
と
中
国
陝
西
省
人
民
政
府
は
、
「
中

日
韓
教
育
旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
い
た
。
日
本
か
ら
は
国
土
交
通
省
総

合
政
策
局
国
際
観
光
課
国
際
観
光
振
興
室
の
飯
嶋
康
弘
室
長
を
は
じ
め
、
教

育
、
旅
行
業
界
関
係
者
ら
約
１
４
０
人
が
参
加
し
た
。

日
本
、
中
国
、
韓
国
政
府
関
係
者
と
、
教
育
、
観
光
関
係
者
が
一
堂
に
会

し
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
初
め
て
の
試
み
。
昨
年
６
月
の
日
中
韓
大
臣
会
合

で
ま
と
め
ら
れ
た
「
青
島
宣
言
」
を
受
け
て
の
開
催
と
な
っ
た
。
「
青
少
年

旅
行
と
東
ア
ジ
ア
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
参
加
し
た
各
国
の
代
表
ら
お
よ

そ
３
０
０
人
は
青
少
年
交
流
を
契
機
と
し
た
３
カ
国
間
交
流
の
活
発
化
の
重

要
性
を
訴
え
た
ほ
か
、
教
育
旅
行
に
よ
る
教
育
効
果
や
教
育
旅
行
推
進
に
お

け
る
課
題
な
ど
を
挙
げ
、
意
見
交
流
を
行
っ
た
。

【
小
林
茉
莉
】

観
光
大
臣
会
合
で

青
少
年
交
流
後
押
し

日
本
か
ら
は
飯
嶋
室
長
の

ほ
か
、
日
本
修
学
旅
行
協
会

の
河
上
一
雄
理
事
長
は
じ

め
、
１
０
０
人
近
い
高
等
学

校
の
校
長
、
教
頭
、
ま
た
大

手
旅
行
業
関
係
者
な
ど
が
参

加
し
た
。中
国
か
ら
約
８０
人
、

韓
国
か
ら
は
約
５０
人
が
参
加

し
た
。

一
昨
年
に
初
め
て
行
わ
れ

た
日
中
韓
３
カ
国
観
光
大
臣

会
合
で
は
北
海
道
宣
言
が
採

択
さ
れ
、
そ
の
中
で
は
青
少

年
交
流
の
促
進
が
う
た
わ
れ

た
。
ま
た
昨
年
６
月
に
開
催

さ
れ
た
第
２
回
日
中
韓
観
光

大
臣
会
合
で
採
択
さ
れ
た

「
青
島
宣
言
」
で
は
「
青
少

年
こ
そ
、
３
カ
国
の
共
同
の

未
来
の
基
礎
」
と
定
義
し
た

上
で
、
「
青
少
年
交
流
の
強

化
が
、
３
国
間
の
観
光
交
流

・
協
力
の
発
展
に
お
い
て
戦

略
的
な
意
味
を
持
つ
」と
し
、

教
育
旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

教
員
の
視
察
旅
行
の
奨
励
や

青
少
年
の
交
流
使
節
団
の
拡

大
な
ど
を
明
言
し
て
い
る
。

第
３
回
の
会
合
は
今
年
６

月
に
韓
国
の
釜
山
、
済
州
、

忠
清
北
道
で
開
催
す
る
こ
と

が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
大
臣

レ
ベ
ル
で
の
３
国
間
観
光
推

進
の
動
き
は
継
続
的
な
も
の

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

直
接
交
流
が

真
の
相
互
理
解
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
、

あ
い
さ
つ
し
た
杜
江
・
中
国

国
家
旅
游
局
副
局
長
は
「
青

少
年
の
交
流
は
友
好
交
流
の

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
と
な
る
は

ず
」
と
話
し
、
３
国
交
流
に

よ
る
「
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
」

関
係
の
構
築
を
訴
え
た
。

中
国
国
家
旅
游
局
祝
善
忠

促
進
司
兼
国
際
連
絡
司
司
長

は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入

れ
国
と
し
て
の
中
国
の
急
速

な
拡
大
を
紹
介
。
ま
た
中
国

国
内
で
の
国
内
旅
行
の
増
加

を
例
に
と
っ
て
、
中
国
国
内

で
の
旅
行
意
欲
の
拡
大
を
示

し
、
距
離
の
文
化
も
近
い
３

国
間
の
交
流
が
さ
ら
に
拡
大

す
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
。

日
本
政
府
代
表
と
し
て
あ

い
さ
つ
し
た
飯
嶋
室
長
は
柔

軟
な
感
性
を
持
つ
時
期
に
３

カ
国
の
青
少
年
が
互
い
の
国

や
文
化
に
触
れ
る
重
要
性
に

触
れ
、
修
学
旅
行
や
学
校
間

交
流
な
ど
に
よ
り
「
中
韓
の

若
い
世
代
に
、
あ
り
の
ま
ま

の
日
本
の
姿
を
見
て
ほ
し
い

し
、
日
本
の
青
少
年
も
中
韓

の
活
力
あ
る
状
況
に
触
れ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
、
青
少
年

の
生
の
触
れ
合
い
に
よ
る
真

の
国
際
交
流
が
地
域
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
感

を
示
し
た
。

韓
国
政
府
か
ら
は
韓
国
文

化
観
光
部
の
金
哲
民
文
化
観

光
部
外
長
が
あ
い
さ
つ
。
３

国
間
交
流
に
お
け
る
課
題
に

言
及
し
、
姉
妹
校
関
係
の
強

化
や
安
全
性
の
確
保
だ
け
で

な
く
、
費
用
面
や
予
約
面
で

の
優
遇
措
置
な
ど
の
対
策
を

講
じ
る
こ
と
で
相
互
交
流
が

活
発
化
さ
れ
る
と
、
交
流
拡

大
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策

を
挙
げ
た
。

現
地
情
報
の
提
供
や

ガ
イ
ド
育
成
課
題

日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
研
修
・
試
験
部
の
岡

野
貢
部
長
は
、
旅
行
業
者
が

教
育
旅
行
で
の
誘
客
に
注
力

し
て
い
る
日
本
の
状
況
を
紹

介
。
今
後
中
国
で
の
教
育
旅

行
の
素
材
開
発
に
も
力
を
入

れ
る
構
え
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
ほ
か
、
「
修
学
旅
行
シ

ー
ズ
ン
の
秋
だ
け
で
な
く
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
で
の
滞

在
に
も
力
を
入
れ
、
通
年
的

な
送
客
を
実
現
し
た
い
」
と

意
欲
を
示
し
た
。
ま
た
、
教

育
旅
行
を
受
注
す
る
立
場
か

ら
の
中
国
側
へ
の
要
望
と
し

て
、
安
全
、
安
心
に
直
結
す

る
問
題
と
し
て
、
交
通
事
情

な
ど
の
事
前
情
報
の
提
供
へ

の
協
力
を
求
め
た
。
韓
国
一

般
旅
行
業
協
会（
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
）

の
趙
揆
石
氏
か
ら
は
、
具
体

的
に
、
�
ビ
ザ
の
緩
和
�
厳

格
な
資
格
認
定
を
受
け
た
ガ

イ
ド
の
充
実
と
認
定
ガ
イ
ド

へ
の
ビ
ザ
緩
和
�
決
済
上
の

補
償
問
題
�
ガ
イ
ド
の
育
成

�
青
少
年
へ
の
事
前
教
育
の

充
実
�
不
正
業
者
の
排
除

が
３
国
間
で
の
教
育
旅
行

促
進
へ
の
課
題
と
し
て
示
さ

れ
た
。

姉
妹
校
づ
く
り
で

一
層
の
交
流
促
進
を

日
中
韓
の
学
校
代
表
者
か

ら
は
、
学
校
間
交
流
や
現
地

研
修
に
よ
る
生
徒
へ
の
教
育

効
果
が
報
告
さ
れ
た
。
日
本

の
京
都
府
立
久
御
山
高
等
学

校
の
日
野
純
一
校
長
は
、
中

国
の
学
生
と
の
交
流
事
例
を

挙
げ
、
生
徒
に
中
国
を
知
ろ

う
と
い
う
熱
気
が
生
ま
れ
た

上
、
中
国
の
学
生
も
日
本
人

学
生
と
の
交
流
で
日
本
人
へ

の
印
象
が
変
わ

っ
た
と
い
う
話

を
紹
介
。
中
韓

の
学
校
代
表
者

か
ら
は
直
接
的

な
交
流
を
体
験

し
た
学
生
が
将

来
３
国
地
域
の

た
め
に
活
躍
す

る
可
能
性
も
示

唆
さ
れ
、
今
後

３
国
間
の
教
育

旅
行
協
定
の
制

定
や
経
費
面
で

の
優
遇
な
ど
の
検
討
も
視
野

に
入
れ
る
べ
き
と
の
提
案
が

な
さ
れ
た
。

今
年
の
シ
ン
ポ
は

韓
国
で
開
催

シ
ン
ポ
の
最
後
で
は
韓
国

文
化
観
光
部
の
金
哲
民
�
長

が
、
教
育
旅
行
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
重
要
性
を
改
め
て
確

認
。
０８
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
韓
国
で
の
開
催
を
提
案

し
、
全
会
の
賛
同
を
受
け
決

定
し
た
。

陜西省副省長
趙徳全氏

魅
力
多
い
が

交
通
に
不
安
も

今
回
の
訪
中
団
に
は
３
国

交
流
と
西
安
の
視
察
を
目
的

に
、北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
、

全
国
各
地
の
高
等
学
校
か
ら

校
長
や
教
頭
が
参
加
し
た
。

北
海
道
室
蘭
市
か
ら
参
加

し
た
、
望
洋
大
谷
学
園
室
蘭

大
谷
高
等
学
校
の
金
澤
孝
祐

校
長
は
「
非
常
に
見
ど
こ
ろ

が
多
く
、
教
育
旅
行
の
行
き

先
と
し
て
は
魅
力
的
」
と
話

す
。室
蘭
大
谷
高
で
は
現
在
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ケ
ア
ン

ズ
、
学
校
交
流
や
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
取
り
入
れ
た
修
学
旅

行
を
実
施
し
て
い
る
が
、
今

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
は

「
新
た
な
行
き
先
と
し
て
の

西
安
の
可
能
性
を
探
る
意
味

も
あ
っ
た
」（
金
澤
校
長
）。

学
校
間
交
流
や
体
験
学
習

な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
な

西
安
は
修
学
旅
行
に
適
し
た

地
と
い
え
そ
う
だ
が
、
参
加

し
た
一
部
の
学
校
関
係
者
か

ら
は
、
ア
ク
セ
ス
の
不
便
さ

を
指
摘
す
る
声
が
あ
が
っ

た
。日

本
か
ら
は
現
在
、
西
安

へ
の
直
行
便
が
な
い
た
め
、

北
京
や
上
海
で
の
乗
り
換
え

の
必
要
が
あ
る
。
「
北
海
道

か
ら
の
場
合
、
朝
に
成
田
へ

直
接
飛
ぶ
便
が
あ
る
の
で
、

前
泊
の
必
要
性
は
な
い
」（
金

澤
校
長
）
。
し
か
し
、
学
校

に
よ
っ
て
は
前
・
後
泊
の
必

要
が
あ
り
、
日
程
や
金
銭
面

で
の
課
題
は
残
る
。

ま
た
市
内
で
の
道
路
事
情

を
懸
念
す
る
声
も
。
「
バ
ス

の
乗
降
や
市
内
で
の
移
動
な

ど
、
引
率
面
で
の
不
安
を
感

じ
な
い
わ
け
で
は
な
い
」（
山

形
県
米
沢
市
、
九
里
学
園
高

等
学
校
九
里
寛
志
校
長
）
。

豊
富
な
観
光
資
源
を
生
か

し
た
教
育
旅
行
の
実
施
に

は
、
行
政
、
旅
行
業
な
ど
か

ら
の
支
援
や
豊
富
な
情
報
提

供
な
ど
が
欠
か
せ
な
い
よ
う

だ
。

ふ
だ
ん
着
の
つ
き

合
い
が
重
要

中
国
文
化
を
取
り
込
ん
で

発
展
し
て
き
た
日
本
だ
が
、

そ
の
ル
ー
ツ
の
１
つ
と
も
い

え
る
場
所
・
西
安
で
こ
の
よ

う
な
盛
大
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
意
義

深
い
こ
と
だ
。

開
催
地
と
な
っ
た
西
安
は

修
学
旅
行
の
目
的
地
と
し
て

魅
力
豊
か
。
西
安
は
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
終
着
地
で
あ
る
ほ

か
、
日
本
の
学
校
教
育
で
も

馴
染
み
の
深
い
、「
長
恨
歌
」

や
「
大
雁
塔
」
、
「
西
安
碑

林
」
が
あ
る
。
ま
た
、
い
に

し
え
の
昔
に
安
倍
仲
麻
呂
や

空
海
が
学
ん
だ
と
い
う
点
で

も
ゆ
か
り
が
深
い
。

日
本
か
ら
の
直
行
便
が
な

い
と
い
う
ア
ク
セ
ス
面
で
の

課
題
は
多
少
あ
る
が
、
北
京

や
上
海
と
の
組
み
合
わ
せ

で
、
十
分
解
決
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
要
に
は
学
校
間
交
流

を
受
け
入
れ
る
学
校
も
あ

る
。
現
在
の
日
本
の
修
学
旅

行
は
見
学
と
体
験
が
２
軸
を

成
し
て
い
る
が
、
今
回
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
の
狙
い
の

一
つ
に
「
学
校
間
交
流
の
促

進
」
が
あ
る
。
国
際
理
解
教

育
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
久

し
い
が
、
い
か
に
し
て
交
流

が
行
な
わ
れ
る
べ
き
か
が
問

題
だ
。
あ
く
ま
で
も
「
ふ
だ

ん
着
の
お
つ
き
あ
い
」
が
相

互
理
解
の
た
め
に
重
要
と
な

る
。

ＪＡＴＡ
岡野貢部長

日
中
韓
３
国
の
観
光
担
当
大

臣
は
２
０
０
７
年
６
月
２６
日
、

中
国
に
お
い
て
、
第
２
回
日
中

韓
観
光
大
臣
会
合
を
開
催
。
こ

の
中
で
３
国
の
観
光
交
流
・
協

力
を
促
す
た
め
の「
青
島
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
た
。
以
下
、
同
宣

言
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

青
島
宣
言（
本
文
）

３
国
間
の
観
光
を
め
ぐ
る
交

流
な
ら
び
に
協
力
を
い
っ
そ
う

促
進
し
、
観
光
を
懸
け
橋
と
し

て
３
国
の
国
民
の
往
来
を
拡
大

し
、
互
い
の
理
解
を
深
め
、
相

互
の
友
好
関
係
を
増
進
し
、
地

域
の
経
済
的
繁
栄
と
社
会
の
発

展
を
促
進
す
る
た
め
、
私
達
は

「
観
光
、
協
力
、
調
和
、
共
益
」

を
テ
ー
マ
に
、
３
国
が
と
も
に

関
心
を
寄
せ
る
問
題
に
つ
き
、

踏
み
込
ん
だ
話
し
合
い
を
行

い
、
以
下
の
よ
う
な
共
通
の
認

識
を
得
る
に
至
っ
た
。

私
達
は
、
日
中
韓
観
光
大
臣

会
合
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
ス
ム
ー

ズ
に
運
営
さ
れ
、
豊
富
な
内
容

を
持
ち
、
顕
著
な
成
果
を
あ
げ

て
い
る
、
と
い
う
点
で
一
致
し

た
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
第
１

回
日
中
韓
観
光
大
臣
会
合
以

来
、
３
国
間
の
観
光
交
流
は
著

し
く
強
化
さ
れ
、
観
光
協
力
は

明
ら
か
に
深
ま
り
、
地
域
の
イ

ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
が
よ
り
頻
繁

に
行
わ
れ
、
人
々
の
行
き
来
が

い
っ
そ
う
密
接
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
「
日
中
韓
域
内
外

観
光
交
流
拡
大
計
画
」
の
各
措

置
も
順
調
に
進
展
し
て
、
３
国

間
の
観
光
交
流
・
協
力
は
推
進

さ
れ
て
き
た
。
２
０
０
６
年
に

は
、
３
国
間
の
人
々
の
往
来
の

規
模
は
延
べ
１
３
８
４
万
人
に

達
し
て
、
前
年
比
で
１１
％
増
と

な
り
、
２
０
１
０
年
の
延
べ
１

７
０
０
万
人
の
目
標
実
現
に
向

け
て
確
か
な
一
歩
が
踏
み
出
さ

れ
た
。
３
国
の
観
光
部
門
は
引

き
続
き
努
力
し
、
と
も
に
行
動

を
採
っ
て
、
持
続
的
な
成
長
を

実
現
す
る
よ
う
努
め
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

私
達
は
、
３
国
が
観
光
交
流

・
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
大

変
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
点
で

一
致
し
た
認
識
を
持
っ
て
い

る
。３
国
は
地
理
的
に
隣
接
し
、

相
互
の
友
好
的
交
流
の
歴
史
は

長
い
。
と
り
わ
け
近
年
、
３
国

の
観
光
、
経
済
貿
易
、
教
育
、

ス
ポ
ー
ツ
、
民
間
航
空
等
各
分

野
に
お
け
る
交
流
と
協
力
は
日

増
し
に
活
発
化
し
、
互
い
に
促

進
し
あ
っ
て
い
る
。
世
界
的
に

観
光
面
で
の
競
争
が
日
増
し
に

激
化
し
て
い
る
現
在
、
３
国
は

互
い
に
重
要
な
観
光
の
送
客
力

を
持
つ
大
国
で
あ
っ
て
、
相
互

に
依
存
し
、
共
通
す
る
多
く
の

課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
３
国
間
の
観
光
交
流

・
協
力
の
強
化
は
と
り
わ
け
必

要
と
さ
れ
る
。

私
達
は
、
３
国
間
で
ま
す
ま

す
深
ま
る
観
光
交
流
は
、
ア
ジ

ア
な
い
し
は
世
界
の
観
光
に
対

し
て
積
極
的
な
影
響
を
与
え
る

も
の
で
あ
る
、
と
考
え
る
。

―
（
中
略
）
―

私
達
は
、
友
好
、
協
力
、
調

和
、
共
益
が
３
国
が
共
同
で
遵

守
す
べ
き
基
本
的
原
則
で
あ

り
、
観
光
の
交
流
を
い
っ
そ
う

拡
大
し
、
３
国
の
国
民
の
間
の

理
解
、
友
好
を
増
進
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
。

―
（
中
略
）
―

私
達
は
ま
た
、
観
光
は
平
和

を
賞
賛
し
、
友
情
を
伝
え
、
そ

の
発
展
は
直
接
世
界
の
平
和
に

依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
る
。
私
達
は
い
か
な
る
形

式
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
も
反
対
す

る
。
誰
が
ど
ん
な
目
的
で
行
っ

た
と
し
て
も
、
テ
ロ
は
厳
し
く

糾
弾
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。私

達
は
、
観
光
は
環
境
と
互

い
に
依
存
し
あ
う
も
の
で
あ

り
、
互
い
に
補
い
あ
っ
て
よ
り

よ
い
結
果
を
残
す
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
。

―
（
中
略
）
―

３
国
は
、
観
光
業
が
環
境
保

護
の
面
で
果
た
す
役
割
に
着
目

し
て
、
観
光
業
を
さ
ら
に
環
境

に
優
し
い
産
業
、
資
源
節
約
型

産
業
と
し
て
い
く
と
と
も
に
、

観
光
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
に
は
、
環
境
へ
の
配
慮
を
、

計
画
的
、
継
続
的
、
統
一
的
に

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
歴
史
、
伝
統
、
文

化
を
保
護
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

―
（
中
略
）
―

私
達
は
、
貧
困
を
な
く
し
、

地
域
間
の
格
差
を
縮
め
、
人
々

の
福
祉
を
増
進
す
る
上
で
も
、

観
光
は
同
様
に
優
位
性
を
備
え

て
い
る
と
考
え
る
。
観
光
を
発

展
さ
せ
れ
ば
、
就
職
の
機
会
を

多
く
つ
く
り
出
す
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
特
に
、
女
性
、
地
域

住
民
等
の
就
職
の
機
会
を
つ
く

り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

―
（
中
略
）
―

私
達
は
、
３
国
の
各
レ
ベ
ル

の
地
方
観
光
主
管
部
門
の
間
な

ら
び
に
業
界
間
の
交
流
と
協
力

は
３
国
間
の
観
光
交
流
・
協
力

の
重
要
な
部
分
で
あ
る
と
考
え

る
。―

（
中
略
）
―

私
達
は
、
３
国
の
観
光
交
流

を
発
展
推
進
さ
せ
る
た
め
の
措

置
を
、
着
実
か
つ
効
率
的
に
検

討
、
実
施
す
べ
き
、
と
い
う
点

で
一
致
し
て
い
る
。
「
２
０
０

７
年
の
日
中
国
交
正
常
化
３５
周

年
記
念
交
流
事
業
」
「
２
０
０

７
年
日
韓
朝
鮮
通
信
使
４
０
０

周
年
記
念
交
流
事
業
」
「
中
韓

国
交
１５
周
年
車
中
韓
交
流
年

『
中
韓
観
光
週
間
』」等
の
交
流

活
動
を
確
実
に
組
織
す
る
。

私
達
は
こ
の
ほ
か
、
３
国
の

今
後
の
協
力
に
お
い
て
次
の
点

を
強
調
す
べ
き
で
あ
る
と
認
識

し
た
。

�
青
少
年
こ
そ
、
３
国
の
共
同

の
未
来
の
基
礎
で
あ
っ
て
、
青

少
年
の
交
流
を
強
化
す
る
こ
と

は
、
３
国
間
の
観
光
交
流
・
協

力
、
３
国
の
友
好
関
係
の
発
展

の
上
で
戦
略
的
な
意
味
を
持

つ
。３

国
は
今
後
、
青
少
年
の
間

の
友
好
、
観
光
面
で
の
往
来
を

拡
大
し
、
青
少
年
教
育
旅
行
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
各
地
で
行
わ
れ

る
教
員
の
視
察
旅
行
等
を
奨
励

す
る
こ
と
に
よ
り
、
青
少
年
の

友
好
的
交
流
使
節
を
よ
り
多
く

育
て
、
３
国
間
の
青
少
年
の
交

流
の
規
模
を
拡
大
す
る
。

�
人
材
こ
そ
３
国
の
観
光
業
に

と
っ
て
重
要
な
保
障
で
あ
る
。

３
国
は
今
後
、
観
光
人
材
育

成
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
早
急
に
整

え
、
３
国
の
観
光
業
の
長
期
的

な
発
展
を
推
進
す
る
。

�
３
国
の
重
要
な
国
際
的
イ
ベ

ン
ト
が
も
た
ら
す
機
会
を
分
か

ち
合
う
。

―
（
中
略
）
―

自
国
の
国
民
が
３
国
の
域
内

外
に
観
光
に
行
く
こ
と
を
奨
励

す
る
と
と
も
に
、
日
中
韓
域
内

の
イ
メ
ー
ジ
を
協
力
し
て
作
り

上
げ
て
域
外
の
観
光
客
が
３
国

を
訪
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
双

方
向
交
流
に
取
り
組
む
。

�
民
間
団
体
の
交
流
を
強
化
す

る
こ
と
は
、
３
国
間
の
観
光
交

流
・
協
力
の
重
要
な
内
容
で
あ

る
。私

達
は
、
３
国
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
観
光
関
係
民
間
団
体
を
組

織
化
し
て
構
成
す
る
３
国
間
の

交
流
協
力
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構

築
し
、
大
臣
会
合
の
テ
ー
マ
な

ら
び
に
関
連
の
議
題
を
め
ぐ
り

意
見
交
換
を
行
い
、
実
行
に
移

し
て
い
く
。

�
共
同
で
観
光
の
統
計
を
改
善

す
る
。

３
国
は
観
光
の
基
礎
資
料
と

し
て
の
観
光
の
統
計
を
改
善

し
、
国
連
世
界
観
光
機
関
な
ら

び
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力

会
議
の
観
光
の
動
向
に
注
意
を

払
い
、
３
国
の
事
務
的
協
議
を

推
進
す
る
。

�
そ
の
他
の
分
野
の
協
力
を
強

化
す
る
。

例
え
ば
「
世
界
遺
産
を
巡
る

旅
」
等
を
重
点
と
し
て
３
国
の

周
遊
観
光
型
商
品
を
よ
り
多
く

開
発
す
る
。
ま
た
、
３
国
は
、

よ
り
多
く
の
国
際
会
議
を
共
同

で
開
催
、
誘
致
す
る
。
さ
ら
に
、

透
明
で
公
正
な
取
引
の
確
保
を

図
り
、
よ
り
よ
い
観
光
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
環
境
を
整
備
す
る
。

３
国
が
観
光
面
で
の
情
報
化
に

力
を
入
れ
、
交
通
、
宿
泊
、
飲

食
等
の
消
費
段
階
を
カ
バ
ー
で

き
る
旅
行
客
の
利
便
性
を
高
め

る
シ
ス
テ
ム
を
徐
々
に
構
築
し

て
い
く
こ
と
を
提
唱
し
、
３
国

の
事
務
的
協
議
を
推
進
す
る
。

韓国文化観光部
金哲民�長

官民あげたシンポとなった

記念品の交換を行う飯島室長（左）
と杜江・中国国家旅游局副局長

河上理事長

西安高新第一中を見学した

西
安
は
中
華
人
民
共
和
国

の
中
央
部
に
位
置
す
る
陝
西

省
の
省
都
だ
。
古
く
は
「
長

安
」
と
称
さ
れ
、
前
漢
、
唐

な
ど
が
都
を
置
い
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
同

国
内
で「
立
体
歴
史
博
物
館
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
名
所
旧

跡
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

実
際
、
西
安
中
心
部
は
明

代
の
西
暦
１
３
７
０
年
に
建

て
ら
れ
た
城
壁
に
囲
ま
れ
て

お
り
、そ
の
周
囲
は
１３
・
７９
	



。城
壁
の
上
部
は
幅
が
１２



ほ
ど
あ
り
、
カ
ー
ト
や
徒

歩
で
巡
る
こ
と
が
で
き
る
。

長
い
間
文
化
の
中
心
地
と

し
て
栄
え
た
西
安
の
歴
史
的

な
文
物
に
触
れ
る
の
に
適
し

て
い
る
の
が
「
陝
西
歴
史
博

物
館
」「
西
安
博
物
院
」
だ
。

陝
西
省
歴
史
博
物
館
は
、
原

始
時
代
か
ら
明
代
ま
で
の
文

化
財
な
ど
、
約
３７
万
点
を
収

蔵
す
る
。
ま
た
博
物
館
の
建

物
そ
の
も
の
も
貴
重
な
も

の
。
９１
年
に
開
館
し
た
が
、

唐
の
歴
史
的
な
建
築
様
式
を

用
い
、
荘
厳
な
雰
囲
気
を
か

も
し
出
し
て
い
る
。
一
方
西

安
博
物
院
は
西
安
中
心
部
に

ほ
ど
近
い
、
小
雁
塔
の
そ
ば

に
位
置
。
こ
ち
ら
は
近
代
的

な
建
物
で
、
小
雁
塔
と
の
対

比
も
美
し
い
。

西
安
で
最
も
名
高
い
史
跡

と
い
え
ば
秦
の
始
皇
帝
が
作

っ
た
と
い
う
兵
馬
俑
が
挙
げ

ら
れ
る
。
１
９
７
４
年
に
地

元
の
農
民
が
偶
然
発
見
し
た

と
い
う
兵
馬
俑
は
未
だ
に
発

掘
・
調
査
作
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
ほ
ど
、
ス
ケ
ー
ル
が

大
き
く
、
貴
重
な
も
の
だ
。

１
９
８
７
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
文
化
遺
産
に
も
登
録

さ
れ
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
。
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ

る
１
号
坑
は
発
見
当
初
の
建

物
の
ま
ま
だ
が
、
そ
の
周
囲

や
２
号
抗
、
ま
た
発
掘
さ
れ

た
遺
物
な
ど
は
新
た
に
に
整

備
さ
れ
た
最
新
施
設
に
よ
っ

て
保
護
、展
示
さ
れ
て
い
る
。

１
〜
３
号
坑
か
ら
は
合
わ
せ

て
約
７
千
体
も
の
陶
製
の
人

形
や
馬
型
、
馬
車
な
ど
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。

能
書
家
の
墨
蹟
を
彫
っ
た

石
碑
２
千
点
超
を
集
め
た

「
碑
林
」
の
あ
る
、
陝

西
省
歴
史
博
物
館
も
見

ど
こ
ろ
の
１
つ
だ
。
王

義
氏
や
顔
真
卿
ら
の
原

刻
碑
１
０
０
基
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
、国
語
、

書
道
、
世
界
史
の
学
習

に
は
適
し
て
い
る
。

ま
た
西
安
と
い
え
ば

日
本
人
に
馴
染
み
の
あ

る
、
絶
世
の
美
女
と
称

さ
れ
た
楊
貴
妃
に
も
ゆ
か
り

の
深
い
土
地
。
唐
の
玄
宗
皇

帝
と
楊
貴
妃
の
ロ
マ
ン
ス
を

も
と
に
白
楽
天
が
詠
ん
だ

「
長
恨
歌
」は
、日
本
人
の
多

く
が
学
校
の
漢
文
の
時
間
に

学
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
玄
宗
皇
帝
が
毎
年

楊
貴
妃
を
連
れ
、
温
泉
に
浸

か
り
に
来
て
い
た
の
が
「
華

清
宮
」
だ
。
驪
山
の
ふ
と
こ

ろ
、華
清
池
の
ほ
と
り
に
は
、

今
も
２
人
そ
れ
ぞ
れ
の
専
用

の
湯
、「
蓮
華
湯
」「
海
棠
湯
」

の
遺
構
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
西
安
の
周
辺

に
は
漢
代
の
兵
馬
俑
が
発
見

さ
れ
た
「
陽
陵
」
や
そ
の
均

衡
の
美
し
さ
を
た
た
え
ら

れ
、漢
詩
に
も
詠
ま
れ
た「
大

雁
塔
」
、
長
安
に
留
学
し
、

密
教
を
学
ん
だ
空
海
に
ゆ
か

り
あ
る
「
青
龍
寺
」
な
ど
、

豊
富
な
ス
ポ
ッ
ト
が
残
る
。

西
安
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅

行
を
取
り
扱
う
、
西
安
中
国

国
際
旅
行
社
で
は
、
昨
年
、

日
本
か
ら
の
修
学
旅
行
を
取

り
扱
っ
た
実
績
を
持
つ
。
同

社
に
は
約
３０
人
の
日
本
語
ガ

イ
ド
が
所
属
し
て
お
り
、
学

生
の
旅
行
の
際
に
は
西
安
の

歴
史
を
て
い
ね
い
に
説
明
し

て
く
れ
る
。

小雁塔

兵馬俑

青青少少年年交交流流ここそそ３３国国のの将将来来

青
島
宣
言
受
け
、初
開
催


